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1. 研 究 目的

従 来 の舞踊 作 品研 究 を鳥畷 し, 対象作品の構造お よ

び 美 的特性 が 明 らか に され てい ない点 に気 付 く。 そ

こで, 本研 究 は, よ り詳 細 に舞 踊 現象 を とらえ よ う

と試 み る もの で あ り, 作 品の表 現特 性 を顕著 に す る

要 因 を抽 出す る とと もに, 客観 性 をもち得 る舞 踊 の

群 舞構 成 の原理 の 一側 面 を見 出す こ と を目的 とす る。

II. 研 究対 象 お よび研 究方 法

1. 研 究対象 作 品

(1) Maja Lex作 品 "PassacagliaandFugue"

16mm film 収 録 作 品時 間6分24秒

(2) 横 井 茂 作 品 "白 炎"

VTR収 録 しずか 時間70分

(3) 竹 屋 啓 子作 品 "静" (作品(1)(2)と個人作品との比較のため)

16mm film 収 録 時 間6分38秒

2. 研 究方 法

(1) 質 問紙 法

舞 踊作 品の もつ作 風 とその伝達 性 を明 らか にす る

た め に. 作 品 の作 風 を示 す と解 され る用 語(下 記a
註1) 註2)

～k) を先行 研 究舞 踊 批評 語 の中 よ り抽 出 し
,辞 典

に基 き解 説 を付 記 した。次 に作 品(1)～(3)を観 賞 させ

用語 お よび その選択 理 由 を記述 させ,構 造要 因 と思

わ れ る柱3)をたてて 整理 した。

<用 語>a
. 抽 象 的 b.幻 想的 c. 技巧 的

d. 劇 的 e. 宗 教 的 f. 力動 的 g. 感覚 的

h. 構 成 的 i. 視覚 的 j. 叙 情的 k. 写実 的

(2)フ ィルム分 析

作 品 を収 録 した16mm film お よびVTRを 用 いて 運

動 の分 析 を行 な った。 また,作 品 それ ぞれ につ いて

全体 の構 造分析 を行 い, 研 究方 法(1)によ る評価 の検

証 を試み た。

III. 結 果 と考察

1. 質 問紙 法 につ いて(図 表1参 照 の こ と)

作 品(1)は, 1位 構 成 的, 2位 視覚 的 の順位 であ る。

そ の理 由 として 粕 人 とい う人数 に よ る群 化"働 き

が そ ろって い る" な どが挙 げ られ, さ らに文 章分 析

の結 果, 視 覚 に訴 える シンプ ル な運 動 とその和声 的

変化" "9人 とい う人数 と内部分 化す る群 化""音 楽 形

式 との関 連性"を この作 品の特 性 として考察 で き る。

作 品(2)は, 1位 劇 的 の評価 が高 く, 選 択理 由は,作

品 の もつ ス トー リー性 榊役 割 の明確 さ"が 挙 げ られ

て い る。 また,文 章 分 析 の結果 を考 察す る と, 快 ト

ー リーや役 割 につ い ての 明確 な認識 と, 象徴 的 な実

在 を越 えた もの の幻想性 との対 比 をマ ッチ させ た上

での劇 的 な作 品"さ らに 爪衣装 ・音 な どの効 果"と

ま とめ られ る。作 品(3)は, 1位 叙情 的, しか し, 2位 以

下 との得 点差 が少 な く, 各 項 の選 択 理 由は類 似 して

い る。 この結 果 ソ ロ作 品 は情調 と演 ず る技術 が 明確

に観 察 ・観賞 で き, それ らが評価 の視 点の動 揺 をも

た らす と考 え られ る。 文章 分析 の結 果, 作 品の特性

と して は, 内面 的な イ メー ジ と抽 象的 な運動 を用 い

て叙 情性 を出 してい る脚 ソ ロ作 品 では ダ ンサ ー の素

材 的 ・技術 的側面 が観 照者 に与 える影響 が 大 きい"

と して い る ところか らもこの こ とは考察 で きる。

2. film 分 析 に つ い て(図 表2～5, 図1～3参 照のこと, 紙面の都合上作品(2)については省略)

作 品(1): テーマ の motive と考 え られる運動 の運動

分析 を行 うと,単純な運動 に肘 を曲げる といデ 直"か ら
"屈 曲"へ の変化 及 び その際 の速度 の変 化 を加 味す

る事 に よって,表 現性 を もつ最 少 の単位 として運動

の ま とま りをつ くって いる。(図1)ま た,全 体構 造

を解 明す る手 懸 りと して,署 化 と群 の構 成 人数"(図

表2)" motive の反復"(紙 面 の都 合上 省略)ね 群 に

よ る動 きの フー ガ"(図 表3)に つ いて 図表化 した結

果, 急 激的 ・漸 次的群 化 と3人 ずつ3群 の群 化 をべ
ー ス に した手 法 であ る事, 3種 類 の motive の組み合

わせ 及 びバ リエー シ ョンを群 の変化 と ともに行 なっ

〔図表1〕 作 品(1)(2)(3)の得 点比 較
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てい る事, さ らに3群 に よ ってほ ぼ同一 の パ ター ン

の フー ガ形 式 で運動 を行 う部分 が 出現 してい る事 が

わか る。

 作 品(3): このダ ンサ ー の特徴 的 な運動(図2～3)

につ いて分 析 した結 果, 遠 心的 ・求 心 的運動, 高低

の レベ ル差, 時 間 的ア クセ ン ト, 身体 のphaseの 多

方 向 を認め るこ とが で き, これ らに よって"動 き+

α"の 空 間性 ・表 現感 を出 して い る と考察 で きる。 ま

た, 全体 構 造 の図表 化(図 表4)か ら導 き出せ る結

果 は, deep levelが 約30/sec.毎 に使 用 され て い る, 

ステ ップの 速度 の変 化 に よって"追 い込 み"と"ゆ る

や か に"の パ ター ンが交 互 に 出現す る, turnの 多 く

の 使用 な と:であ る。 さ らに, 作 品 中, 運動 分 析 で検

証 した特 性 をす べ て満 た して い るmotive(図 表5)を

図 示 した結 果, 一 つ のmotiveの 中に, ジ ャンプ, 回

転, deep levelと 表 現効 果 の大 きい要 素 を含 み, さ

らに速度 を変 えた反復 に よって一つ のphraseを 形 成

して いる と考 え られ る.

IV.総  括

 文 章分 析 およびfilm分 析 で検証 で きた範 囲 内か ら, 

三 作 品 を比較 す る と, 次 の通 りであ る。(表1)

 最:終的 に作 品(1)(2)に共通 す る構 造化 の要 素 を挙 げ

る と, 1)シ ンボル的註4)運動, 2)群 が内部分化 し, 群 の運

動 は単 純化 され る傾 向が あ る, 3)最 後 に初 め の部分

を再 起 させ るパー トが出現 す る, の3点 が あ げ られ, 

これ は評価 の 相 異に もか かわ らず 共通 で あ り, これ

らの 点 を群 舞 構成 の 原理 の一一側 面 と考 える。

 また, 作 品(1)(2)(3)に共通 の要 素 は, 1)最 少 限の ま

とま りを もつ運 動 に ア クセ ン トを もち込む こ とに よ

って, 舞 踊運動(motive)化 す る, 2)速 度 化 の変化

に よって運動 お よび作 品 の構 造 化 を強化 す る, 3)初

め のパ ー トを再 起 させ るよ うな イメー一ジ を もつ 運動

が最 後 に も出現 す る。 の3点 が あ げ られ, これ らは

作風 の評 価や 構 造 ・人数 構成 の差 異 を越 えて, 舞 踊

の構 造化 に おけ る原理 となる もの と考 え る。

〔表1〕
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図1.Motive I 図 表2."Passacaglia and Fugue"

 <全 体 構 造 一 群 化 と群 の 構 処 人 数>

図 表3."Passacaglia and Fugue"<3群 に よ る 動 き の フ ー ガ>
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図表4."静"<全 体 構 造>

T=JU 
 o=turn 
D=medIW' level 
a=deep level 

m rtue-i Phre 

 

I=ohe action 
---=runnna

図 表5。<motive→phrase>

図2.Motive-Repeat>Phrase

図3-1.Centrifugal 図3-2.Centripetal-
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 註1)「 舞踊鑑 賞価 基準表作成 につ いて」(松 本 ・池田他)よ 

り, 作品に対 して与 え られた評価語 に基づ き作成。

 2)『 広辞苑』 の語義に基づ き作成 した。

 3)「 舞踊用語 に関す る研究II」(松 本 ・山田他, ユ978年, 

 舞 踊学会発表), 「舞踊構造 と要素化 」(松本;「女子体育」

 第21巻4号)を 参 照 した。

 4)"サ イン的""シ ンボル的"の 用語は, S.Kラ ンガー著

 『芸術 とは何か』『感情 と形式』中の語意 を基に使用 し

 てい る。

図表 および図の説明

〔図表2〕 縦線は群 の転換 点, 横線は人数 の変化 を示 す。 群

 の構成人数 の増減 によ る漸次的お よび急 激的変化 の手

 法, また, 群 の転換 は少な くとも, 全員が 走 を伴 う同

 一運動に よってダイナ ミックス を増す手法 がみられる。

〔図表3〕 図表2中, コマ数4816～6082, 7693～8606の3人

 ずつ3群 による動 きのフー ガは, ほぼ同一 のパ ター ン

 で2度 繰 り返 され る。AB.C群 とも, 初 めの4つ の パ

 ター ンは, 完全なフー ガ形式 を とり, また3群 が同一

 運動 をす ることも認め られ る。

〔図表4及 び図表5〕MIM2M2, mlm2m3で は 図2に 示 した

 モチー フが 反復 されてい る。

〔図1〕 図中(1)→(2)は, ほぼ均等 の速度 で手先が移動。a→

 bは, 急激に速度が速 ま り, アクセン トを加 え, 舞踊

 運動 化す る。

〔図2〕 一つのモチー フに, ジャンプ, 回転, deep, 1eve1と

 運動の美的表現効果が大 きい と考 え られ る要素が含 ま

 れ て い る。

〔図3-1, 3-2〕〔Centrifugal〕顔 面の方向, 手先の指 し示す 方向

 が, 身体か ら外側 にひろが ってゆ くこ とに よって, 遠

 心的 な表現感 を もつモチーフ となる。

 〔Centripetal〕肘のつ くりだす角度お よび上 体 の傾斜

 等に よ り, 求心 的な表 現感 をもつモチー フ とな る。

〔図4〕 短時 間に, 顔 面の方向, さらに身体 全体の局面(pha-

 se)も 多方 向にむけ, ソロで支配 できる空間の限界に

 挑む とみられる。

〔図5〕 身体 レベ ルを高か ら低へ変化す る際, 頭 頂の軌跡が

 最大 の距離 を迂 回 して下 りることが認め られ る。

(本研究の一部 は, 昭和54年 度お茶の水女子大学 人文科学研

究科舞踊教育学専攻 の舞踊方法論実験実習 として行 った。)

図4.身 体 のqhaseの 多方 向性 図5.高 低 のlevelと 経 路
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